
　また、野球のメジャーリーグで活躍したイチロー選手
は「グローブやバットは道具ではない、体の一部である」
と言っており、打った後、バットを投げずにそっと置い
て一塁へ走っていくほど道具を大事にしていました。
　選手以外でも、サッカーのワールドカップで試合後に
スタジアム内のごみ拾いを行う日本人サポーターが、世
界中から賞賛を受けたことも記憶に新しいところです。
スポーツを通しての教育
　子どもたちは、スポーツのルールを体育の授業や部活
動、遊びを通して学びます。スポーツは、身体能力の向
上と強い精神力を育むことはもちろん、社会的なルール
やマナーを学ぶ場にもなっています。
　市ではスポーツを通して「誰に対してもしっかりあい
さつをする」「相手を尊重し思いやる」「物を大切にする」
などといった道徳教育が、勝敗よりも重要であると考え、
児童生徒の健やかな心と身体の健全な育成に努めます。

　スポーツではルールを守ることは当然ですが、マナー
を守ることもとても重要です。ルールとマナーをしっか
り守って、スポーツを楽しみましょう。

スポーツとルール
　野球、テニス、陸上競技、卓球…どのスポーツもルー
ルにのっとって競い合います。ルールを守らないと、失
格や減点など不利な状況になり、試合に負けてしまうこ
ともあります。ルールがあるからこそ、熱中することが
でき、スポーツを観戦していても楽しいのです。
スポーツとマナー
　スポーツは、競い合う相手がいて初めて成り立ちます。
スポーツは勝負の世界ではありますが、チームメイトや
対戦相手を尊重し、互いに切
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することで心身とも
に成長していくことができます。競技によっては、勝っ
たときにガッツポーズをすると失格になる競技もあるほ
ど、相手を思いやる心が必要とされています。
　道具を使う競技では、愛着を持って手入れを行うこと
で、物を大切にする心も育ちます。
　世界で活躍する卓球の張本智和選手を育て、市でオリ
ンピアン講演会や卓球指導会を開催した宮﨑義仁さんも
「卓球をする前に靴をきちんとそろえて練習場に入る選
手が強くなる」と言っています。

※当時は県の職員のことを県属といいました。

スポーツのルールとマナー

総合体育館で指導する日本卓球協会の宮﨑さん
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　宮内三朗は、千葉市長を５期20年も務め、数々の業績
を残しました。
　三朗は明治22（1889）年、三川犬林で宮内六左衛門の
三男として生まれ、小学校時代は真剣に学習に取り組み、
成績優秀であったそうです。
　小学校卒業後、14歳で海上郡役所見習として就職し
ました。そして、その熱心な仕事ぶりが認められ、大正
２（1913）年に千葉県

けん

属
ぞく※に任命され、住居も千葉市に移

りました。
　千葉県内務部産業課時代は農業改善を行い、その後も
労働争議の調停あっせん、銚子漁港の改修や水産漁業の
振興に貢献し、その仕事熱心さに驚かぬ者はいなかった

そうです。
　昭和８（1933）年から千葉市助役を12年務めました。
昭和22（1947）年、千葉県議会議員に千葉選挙区から立
候補して初当選し、昭和25（1950）年には、千葉市長に
当選しました。市長としての業績は、国鉄千葉駅の移転
完成、京葉工業地帯の造成と工場誘致、千葉港の建設な
ど現在の千葉市の礎を築き上げたことです。
　このような功績が称えられ、藍
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褒章、勲四等旭日章
を受章し、昭和45（1970）年には千葉市名誉市民になり
ました。また市長時代の功績を記念して、三朗の胸像が
千葉市役所そばの
みなと公園に建て
られました。
　様々な功績を残
した三朗は、昭和
48（1973）年に千
葉県が選定した
「千葉県の先覚」85
人のうちの一人に
選ばれています。 宮内三朗胸像

あさひ輝いた人々 第25回
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築いた人

広報あさひ　2020.9.155


